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	��　今年で６回目となる都本部国際交流ツアーも、これまでのラオスツアーにカンボジアを加えて、「ラオス・カンボジア子ども支援ツアー」として、７月１８日から２６日まで実施し、９単組から２５人が参加した。今回のツアーは初めての参加者が１５人であり、初めて参加する単組も２単組増えた。今回のツアーから学んだことを今後の組合運動や、自分たちの仕事に生かすと共に、都本部の国際交流活動の取り組みのますますの広がりが期待されるものとなった。�

